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プラスチック資材の

上手な使い方(完〉

全購連園芸技術室技術主管

内海修

3. プラスチヴクの上手な利用法

プラスチックハウスの上手な運営法は，経営と

直接関係するものであって，進むにしたがって作

物の選択がなされると同時に，作型も分化してく

ると思う。

とくにわが国は，地理的条件もきわめて広いた

め，地域的な条件も配慮、のうえ，これらの決定を

行なう必要がある。

施設野菜の主なものはキュウリ，トマト，ナス，

ピーマン，プリンスメロン，スイカ，イチゴ等に

なるが，野菜の中には連作のできない作物がある。

たとえばトマト，ナス， ピーマンのようなナス

科作物は連作不可能とされているし，キュウリ，

プリンスメロン，スイカのようなウリ類も危険視

されている。このように連作の問題を考えると，

施設利用がますます複雑化してしまう。

そこで連作不可能な理由を考えてみると，一つ

には病虫害が考えられる。同一作物を栽培する

と，前年に残された病虫害が再度発生するために

栽培が困難になることが考えられる。しかし害虫

に対しては殺虫剤を使用して防除を徹底すること

によって，地上部の防除はほぼ完全に行なえると

思うし，病害に対しても害虫同様に，地上部に発

病する病害に対しては，最近はかなり，有効な殺

菌剤が開発されているので，両者とも地上部発生

に対しては，連作を行なってもほとんど心配はな

いと思われる。

そこで連作不可能な原因をさらに掘下げると，

地中にあることが明らかとなってきた。

土壌伝染性病害の発生を見ると，この消毒はき

わめて困難である。前述した作物のほとんどは，

土壌伝染性病害にかかりやすい作物ばかりであ

る。これが連作不可能の大きな原因になっている

ようである。

そのため，同一場所で毎年同一作物を栽培する

ためには，土壌中に病原菌がないとか，あるいは

病原菌があっても，これに抵抗性の台木を利用す

ることによって，連作を可能にしていかなければ

ならないと思う。

ハウス栽培で同一場所を利用する際は，最初か

らハウス内に土壌伝染性病害を持ち込まないよう

に努力する。

右側は，未消毒土壌 (全株育枯病発生〉

左側は，蒸気消毒土壌

そのためには苗床に使用する床土の消毒，ある

いは最近普及しているモミガラくん炭育苗のよう

なものの使用を徹底させることが必要である。

しかし，長い栽培期間中には， どこからか病原

菌が入ってくることも考えられる。たとえば，キ

ュウリを栽培している聞につる割病が発生して，

年々発病株数が多くなってくるとか， トマトを栽

培している聞に萎凋病が発生する。あるいは抑制

トマトの定植直後に，青枯病菌が入って，つぎつ

ぎに株が枯れてしまったということも. しばしば

耳にすることである。

しかしこれらの病原菌に，抵抗性台木としての

適当な植物がある場合は，問題は簡単に解決でき

る。たとえば次のような作物に対しては，抵抗性

台木が発見され，すでに実用化しているので，何

年連作してもあまり影響がでない作物である。な

お今後は，適当な台木のなかった作物も，台木の

開発によって，連作可能になることも考えられる

と思う。

作物名 病害名抵抗性台木名

キ ニL ウ リ つるわれ病 カボチャ

プリンス メロン つるわれ病 カボチャ

ス イ カ つるわれ病 (カボチャ
カンピョウ

ナ ス 青立 枯枯 病病} アカナス
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適当な抵抗性台木のない作物(トマト， ピーマ

ン〉に対しては. どのようにするかが問題になる

が，農薬を使用した土壌のガス消毒と蒸気消毒の

二つがある。

わが国では個々の農家が，それぞれのハウスを

ドジョウピクリンやドロクロール等で、消毒してい

るが，欧米では土壌の消毒は主として蒸気消毒を

行なっている。

次に連作不可能な第二の原因については養分問

題があると思う。昔は露地野菜を栽培している畑

では，一年トマトやキュウリを栽培すると，少な

くとも数年はその畑は同一作物を栽培することを

さけたのであるが，施設栽培になってから，急、に

年間利用率も高まるし，連作も重なってくる。そ

のうえに被覆物が常時あるため，降雨時も雨が中

に入らない。したがってハウス内の水分は， 日常

の潅水以外に補給の方法がないといった現状が繰

返されている。

デンマークのプラスチ'"クハウス

しかもハウス内に利用する堆肥の量も年々減少

してくる。このような悪循環が重なるうえ，同一

作物が連作されると. もっとも早く起りやすいの

が.微量要素の欠乏と塩類集積による害である。

たとえばハウスのトマトに多く発生するもの

に，マグネシウム欠乏がある。連作するとすぐに

発生してくる欠乏症である。穫がい水や雨水にと

けて，土のなかに流亡しやすいのがカルシウムと

マグネシウムである。ところが，カルシ ウムはよ
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く施しているが，マ グネシウムは施していない人

が相当ある。野菜や果物のマグネシウム吸収量

は， リンサンに匹敵するか，あるいはそれより多

いのである。そのうえ，これらの作物は施肥量が

多いので，体内のカリやチ ッソ含量が高い。した

がって，体内での各要素のパ ランスをとるために

も，マ グネシウムはつねに土壌中に適量が存在

し，適量が吸収されていなければならない。

また塩類集積の害であるが，施肥量を増して，

輪作回数が多くな ったうえに，水分補給が少ない

と必ず害がでて くることになる。

ハウスを上手に取扱うためには，これらの害の

現われないように，微量要素の補給はもちろん，

塩類集積害も発生しない管理が必要となろう。

4. ハウスの輪栽法

ハウスの利用法を大別すると，二とおりに区分

することができる。

その一つは水田裏作を利用し， 1作だけ野菜類

を栽培し，終わると同時に水稲栽培を行なう方

法。

つぎは，水田あるいは畑地に固定式ハウスを建

て， 一定期間ハウス内を周年利用(1年 2作以上)

する方法である。 1年 1作であれば，水稲栽培に

支障のない作型を選べばよ いが.周年利用では作

物の組み合わせがむずかしいので， つぎにその例

を示して参考にしたい。

例 1 キュウリを第1作とした輪栽

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

①}Jlli:"UiJ's.<::¥-ュウリ

例2 トマトを第 1作とした輪栽
①r}JU温i足成トマト

一一 一ー-lプ三こここと二二二
②IJlli且抑制lキュウリ

例 3 メロンを第1作とした3作輪栽
---，①メロン 一一1②抑制J1:ヱムー

③セルリー 一一一一一一-1..


